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本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
こ
の
よ
う

な
盛
大
な
式
典
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

先
ほ
ど
よ
り
、
お
祝
い
の
言
葉
を
く
だ

さ
い
ま
し
た
小
園
町
長
・
塩
釜
議
長
を
は

じ
め
、
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
来
賓

の
皆
さ
ま
に
、
二
十
歳
の
つ
ど
い
参
加
者

を
代
表
し
て
、
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

　

こ
の
20
年
間
、
私
た
ち
は
多
く
の
方
々

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
成
長
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
時
に
は
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が

ら
も
共
に
歩
ん
で
き
た
友
人
、
様
々
な
面

で
ご
指
導
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
地
域
の

方
々
、
そ
し
て
、
な
に
よ
り
た
く
さ
ん
の

愛
情
を
注
い
で
く
れ
た
両
親
・
家
族
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　

私
は
、
現
在
、
九
州
共
立
大
学
経
済
学

部
で
、
公
務
員
を
目
指
し
、
日
々
学
業
に

励
ん
で
い
ま
す
。
い
ず
れ
は
種
子
島
に
帰

り
、
南
種
子
町
の
役
場
職
員
と
な
っ
て
地

域
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。
大
学
で
培
っ
た
知
識
と
経

験
を
活
か
し
、
よ
り
よ
い
南
種
子
町
を
築

く
こ
と
に
貢
献
で
き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

今
日
こ
こ
に
集
ま
っ
た
59
人
も
二
十
歳

を
迎
え
、
す
で
に
就
職
し
、
社
会
で
日
々

成
長
し
な
が
ら
働
い
て
い
る
仲
間
も
い
れ

ば
、
進
学
し
、
学
業
に
励
ん
で
い
る
仲
間

も
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
環
境
は
違
い
ま

す
が
、
い
ず
れ
は
み
ん
な
が
社
会
の
一
員

と
し
て
認
識
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
多

く
の
責
任
を
持
ち
、
覚
悟
を
決
め
て
行
動

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

　

こ
れ
か
ら
先
、
懸
命
に
世
の
中
に
立
ち

向
か
っ
て
い
く
中
で
、
厳
し
い
現
実
が
立

ち
ふ
さ
が
る
こ
と
が
多
く
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
で
も
私
た
ち
は
い
つ
も
支
え
て

く
れ
る
家
族
や
、
仲
間
と
の
絆
が
あ
る
こ

と
を
心
に
留
め
、
お
互
い
に
助
け
合
い
な

が
ら
、
こ
の
南
種
子
町
で
育
っ
た
大
人
と

し
て
の
誇
り
を
持
ち
、
歩
ん
で
行
き
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
第
二
の
人
生
へ
と
踏
み
出

す
私
た
ち
は
、
今
ま
で
の
全
て
の
こ
と
を

振
り
返
り
、
一
歩
ず
つ
で
も
、
そ
れ
で
も

確
実
に
、
成
長
し
て
い
く
こ
と
を
こ
こ
に

誓
い
、
二
十
歳
の
抱
負
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

　

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

　

令
和
７
年
南
種
子
町
二
十
歳

の
つ
ど
い
が
、
１
月
３
日
（
金
）

町
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま

は
、
平
成
16
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
17
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
59
人
（
宇
宙
留
学
生
14
人
を

含
む
）
で
す
。

　

式
典
で
は
、
晴
れ
着
や
真
新
し

い
ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
参
加
者

が
一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
て
入

場
し
、
ホ
ナ
カ
ア
フ
リ
カ
の
皆
さ

ん
に
よ
る
ア
フ
リ
カ
ン
ジ
ェ
ン
ベ

演
奏
の
後
、
祝
辞
や
二
十
歳
の
抱

負
な
ど
が
あ
り
、
二
十
歳
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
気
持
ち
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
二
十
歳
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会
が
作
成
し
た
「
20
年
の

あ
ゆ
み
」
が
上
映
さ
れ
、
参
加
者

は
、
20
年
間
の
思
い
出
を
仲
間
と

と
も
に
振
り
返
り
ま
し
た
。

二
十
歳
の
抱
負 

実
行
委
員
長
　 

森
　
海
偉
さ
ん

令
和
令
和
７７
年年  

南
種
子
町

南
種
子
町  

    
二
十
歳
の
つ
ど
い

二
十
歳
の
つ
ど
い

参加された宇宙留学生の皆さま参加された宇宙留学生の皆さま

二十歳を迎えられた皆さま二十歳を迎えられた皆さま 実行委員の皆さま実行委員の皆さま
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【日本消防協会会長表彰】
■精績章
副団長　牛野　進一郎（本部）
■勤続章（勤続 30 年）
副分団長　濱田　孝一　（西之）
部　長　岩坪　健一　（中央）
■自治体消防 75 周年記念表彰

（家族表彰）
部　長　西田　朝生　（平山）
班　長　西田　翔　　（平山）
団　員　西田　葵　　（本部）

【県消防協会会長表彰】
■功績章（勤続 20 年）
分団長　日髙　浩信　（茎永）
部　長　浦門　俊伸　（茎永）
■精績章（勤続 15 年）
班　長　河野　正章　（中央）
班　長　三山　二美　（西之）
団　員　小田　友洋　（西之）
団　員　日髙　康博　（西之）
団　員　髙橋　幸一　（西之）
団　員　戸川　正樹　（西海）
消防士長　美園　一輝　（分遣所）

【県知事表彰】
■勤続章（勤続 10 年）
団　員　 濱　忠樹　（西海）
団　員　西園　健太　（西海）
団　員　日髙　辰徳　（西海）

【支部長表彰】
■功績章（勤続 15 年）
班　長　戸川　正樹　（西海）
消防士長　美園　一輝　（分遣所）
■功労章
部　長　立石　貴洋　（中央）
部　長　崎田　信哉　（西之）
部　長　石堂　佑也　（茎永）
団　員　小山　孝博　（島間）
■感謝状
元分団長　中脇　義隆　（西之）

【町長表彰】
■功績章（勤続 10 年）
班　長　横村　洋一　（中央）
団　員　小脇　心平　（西之）
団　員　大川　大輔　（西海）
団　員　寺川　将輝　（下中）
■勤続章（勤続８年）
班　長　寺田　昭二　（中央）

班　長　山田　豊　　（長谷）
団　員　惣津　勇児　（中央）
団　員　中村　研太　（中央）
団　員　中村　祐太　（中央）
団　員　西園　浩郎　（島間）
団　員　岩﨑　大陸　（島間）
団　員　小川　孝行　（西之）
団　員　雨田　俊哉　（長谷）
団　員　丸塚　拓也　（長谷）
■功労章（勤続５年）
班　長　砂坂　理恵　（本部）
団　員　左尾　理恵　（本部）
団　員　野添　夢乃　（本部）
団　員　西田　葵　　（本部）
団　員　牛野　日向　（中央）
団　員　細山　憲　　（島間）
団　員　原　晃　　　（平山）
団　員　立石　和輝　（西海）
団　員　宮園　千太郎（下中）
■感謝状
元分団長　中脇　義隆　（西之）
※敬称略
※（ ）は分団名などになります。
※表彰基準日により階級が異なります。

各　種　表　彰

令
和
令
和
７７
年年

　
　
消
防
出
初
式

　
　
消
防
出
初
式

　

１
月
６
日
（
月
）、
新
春
の
消
防
出
初
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
や
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
に
よ
る
市
中
行

進
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
た
後
、
農
業
者
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
て
、
観
閲
や
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
と
団
員
に
よ
る
綱
引
き
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
場
を
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
移
し
、
消
防
功
労
者
に
対
す
る
表
彰

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市中行進パレード市中行進パレード

消防功労者表彰消防功労者表彰

幼年消防クラブによる綱引き幼年消防クラブによる綱引き

観　閲観　閲
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Town Topics
　

２
月
17
日
（
月
）
か
ら
３
月
14
日

（
金
）
ま
で
、
申
告
お
よ
び
納
税
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ま
の
申
告

に
基
づ
き
町
が
税
額
を
計
算
し
て
納

税
し
て
い
た
だ
く
仕
組
み
に
な
り
ま

す
。正
し
い
課
税
を
行
う
た
め
に
は
、

納
税
者
が
正
し
い
内
容
を
申
告
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
告
を
怠
る
と
、
適
用
さ
れ
る
控

除
な
ど
が
受
け
ら
れ
ず
税
額
が
高
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

●
令
和
７
年
１
月
１
日
現
在
、
南
種

　
子
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
居
住
し

　
て
い
る
方
。

●
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
。

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者
。

●
介
護
保
険
の
加
入
者
。

◆
申
告
し
な
く
て
も
よ
い
方

　
前
年
の
所
得
が
給
与
の
み
・
公
的

年
金
の
み
で
年
末
調
整
済
の
方
。

※
２
ヵ
所
以
上
か
ら
受
給
し
て
い
る

方
や
退
職
な
ど
で
年
末
調
整
を
行
っ

て
い
な
い
方
な
ど
は
、
申
告
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

社
会
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控
除
な

ど
の
各
種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場

合
も
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
税
務
署
所
得
税
確
定
申
告
受
付

２
月
17
日
（
月
）
～
３
月
17
日
（
月
）

※
税
務
署
に
よ
る
申
告
書
受
付
お
よ

び
記
載
相
談
会
場
は
、
種
子
島
税
務

署
（
西
之
表
市
）
の
み
で
す
。

◆
指
定
日
に
申
告
で
き
な
い
方

　
指
定
さ
れ
た
申
告
日
に
申
告
で
き

な
い
方
は
、
日
程
調
整
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
必
ず
役
場
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
持
参
す
る
も
の

●
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
の
は
が
き

（
税
務
署
か
ら
送
付
の
あ
っ
た
方
の
み
）

●
電
子
申
告
・
納
税
な
ど
に
係
る

利
用
者
識
別
番
号
な
ど
の
通
知
書

（
申
請
を
し
た
方
の
み
）

●
令
和
６
年
中
に
支
払
っ
た
生
命
保

険
料
や
地
震
保
険
料
お
よ
び
損
害

保
険
料
な
ど
の
払
込
証
明
書

●
令
和
６
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
年

金
保
険
料
や
小
規
模
企
業
共
済
掛

金
な
ど
の
納
付
証
明
書

●
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
・
年
金

所
得
の
あ
る
方
の
み
）

●
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
漁
業

な
ど
）
が
あ
る
方
は
各
事
業
の
収

支
内
訳
書

◆
納
税
相
談

　
令
和
７
年
度
の
町
税
な
ど
の
納
税

に
つ
い
て
は
、
希
望
す
る
納
税
方
法

（
窓
口
納
税
・
口
座
振
替
納
税
）
を
、

申
告
日
に
税
務
課
職
員
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
特
別
な
事
情
な
ど
に
よ
り
、
窓
口

や
口
座
振
替
で
の
納
税
が
で
き
な
い

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
令
和
５
年
度
ま
で
の
税
に
未
納
が

あ
る
方
は
、
申
告
日
ま
で
に
必
ず
納

税
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
ま
で
に
完
納
で
き
な
い
方
は
、

納
税
計
画
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
町
で
は
滞
納
処
分
を
強
化
中

で
、
延
滞
金
の
徴
収
も
開
始
し
て
い

ま
す
の
で
、
十
分
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
税
申
告
書
な
ど
に
係
る
番
号

法
上
の
取
扱
い

　
平
成
28
年
分
の
申
告
か
ら
申
告
書

へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
お
よ
び

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
本
人

確
認
書
類
の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
税
務
課
職
員
が

一
時
的
に
特
定
個
人
情
報
を
取
り
扱

う
こ
と
に
同
意
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
同
意
が
で
き
な
い
場

合
は
、
申
告
者
ご
本
人
が
直
接
税
務

署
へ
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
本
人
確
認
書
類
と
は
…

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
通
知
カ
ー
ド
お
よ
び
運
転
免
許
証

な
ど
の
顔
写
真
付
身
分
証
明
書

申
告
と
納
税
相
談

 
２
月
17
日
（
月
）
～

３
月
14
日
（
金
）

◆
申
告
お
よ
び
納
税
相
談
内
容

①
令
和
６
年
分

 

・
所
得
税

②
令
和
７
年
度

 

・
町
県
民
税

 

・
国
民
健
康
保
険
税

 

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

 

・
介
護
保
険
料
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行政トピックス
③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住

民
票
の
写
し
お
よ
び
運
転
免
許
証

な
ど
顔
写
真
付
身
分
証
明
書

◆
問
い
合
わ
せ
先

●
役
場
税
務
課　
町
税
課
税
係

　
☎
㉖
１
１
１
１

　
（
内
線
１
５
３・３
３
４
）

●
種
子
島
税
務
署　
☎
㉒
０
４
４
０

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　
申
告
の
際
に
、
身
体
障
害
者
手
帳

や
療
育
手
帳
な
ど
を
提
示
す
る
と

「
障
害
者
控
除
」
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を

持
た
な
く
て
も
、
次
に
該
当
す
る
方

は
控
除
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
役

場
で
認
定
書
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

●
常
に
就
床
を
要
し
、
複
雑
な
介
護

　
を
要
す
る
方
。

●
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
害
の
あ
る

　
年
齢
65
歳
以
上
の
方
で
、
町
長
の

　
認
定
を
受
け
た
方
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
事
務
所　
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
８
３
）

令和７年度　町県民税・国民健康保険税・
介護保険料・後期高齢者医療保険料　申告日程

月日 曜日 時間 場所 対象地域

２月

17 日 月 午前 9 時 ～ 午後 4 時 下中地区公民館 下中地区全域

18 日 火 午前 9 時 ～ 午後 4 時 茎永地区公民館 午前：上里・新上里・菅原・雨田・仲之町・
中部／午後：宇都浦・松原・阿多惜経・竹崎

19 日 水 午前 9 時 ～ 午後 4 時 平山地区公民館 午前：浜田・仲之町
午後：西之町・広田　　　

20 日 木 午前 9 時 ～ 午後 4 時 南種子町自然の家 田尾・仲之町
21 日 金 午前 9 時 ～ 午後 4 時 南種子町自然の家 向方・大久保・小平山
24 日 月 振　替　休　日
25 日 火 午前 9 時 ～ 午後 4 時 西海地区公民館 西海地区全域

26 日 水 午前 9 時 ～ 午後 4 時 長谷地区公民館 午前：新長谷・赤石・第一長谷
午後：長谷野・有尾・摺久保

27 日 木 午前 9 時 ～ 午後 4 時 西之地区公民館 本村・田代・平野・崎原・下西目

28 日 金 午前 9 時 ～ 午後 4 時 西之地区公民館 前之原・小田・野尻・木原・砂坂・
官造牧・野大野・上瀬田

３月

3 日 月 申　告　休　み
4 日 火 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 大宇都・上之平
5 日 水 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 本町・共栄・上野・仲西・西之町
6 日 木 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 焼野・山崎・新栄町・河内

令和６年分　所得税確定申告日程
月日 曜日 時間 場所 対象地域

３月

7 日 金 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 平山・茎永・下中地区全域
10 日 月 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 島間・長谷地区全域
11 日 火 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 西之・西海地区全域
12 日 水 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 上中地区全域
13 日 木 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 上中地区全域
14 日 金 午前 9 時～ 午後 4 時 中央公民館第一会議室 確定申告最終日

※中央公民館第一会議室は、旧南種子高校校舎で、南種子町立図書館隣の会議室になります。
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本
町
で
は
、
経
済
的
理
由
に
よ
っ

て
就
学
困
難
な
者
に
対
し
て
、
奨
学

資
金
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

奨
学
資
金
の
貸
与
に
つ
い
て
は
、

基
準
に
基
づ
き
、
奨
学
生
選
考
委
員

会
に
よ
る
選
考
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

貸
与
を
ご
希
望
の
方
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
貸
与
月
額

・
大
学
な
ど　
月
額
４
万
円

・
高
校　
　
　
月
額
３
万
円

（
自
宅
か
ら
の
通
学
は
１
万
５
千
円
）

・
看
護
師
な
ど
の
専
門
的
資
格
を
取

得
し
、
将
来
町
内
で
就
労
し
よ
う

と
す
る
者　
月
額
８
万
円

◆
貸
与
期
間

　
在
学
す
る
学
校
正
規
の
修
業
期
間

◆
貸
与
の
対
象
と
な
る
者

○
大
学
な
ど
や
高
校
に
在
学
す
る
者

　
町
内
に
居
住
す
る
者
が
扶
養
す
る
子

○
看
護
師
な
ど
の
専
門
的
資
格
を
取

得
し
、
将
来
南
種
子
町
で
就
労
し

よ
う
と
す
る
者

町
内
に
居
住
す
る
者
お
よ
び
そ
の

扶
養
す
る
子

◆
償
還
免
除
と
な
る
者

　

次
に
該
当
す
る
者
は
、
そ
の
該
当

す
る
期
間
分
の
償
還
を
免
除
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
農
業
に
関
す
る
大
学
な
ど
を
卒
業

後
、
町
内
の
農
業
の
職
に
就
労
し

た
者

・
医
師
・
保
健
師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
・

臨
床
工
学
技
士
・
臨
床
検
査
技
師
・

診
療
放
射
線
技
師
・
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
・
言
語
聴
覚
士
の
専

門
的
資
格
を
取
得
し
、
か
つ
、
町

内
で
そ
の
資
格
が
必
要
な
職
に
就

労
し
た
者
。

◆
申
請
書
提
出
期
限

　
３
月
31
日
（
月
）

◆
申
請
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
町
教
育
委
員
会
管
理
課　
庶
務
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
２
３
）

町
奨
学
資
金
の
貸
与
に
つ
い
て

　　

町
民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
未

来
に
つ
な
げ
、
町
の
発
展
を
推
進
す
る

た
め
の
「
南
種
子
町
未
来
会
議
」
で
は
、

第
４
期
の
委
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
町
の
発
展
に
つ
い
て
、

一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
た
だ
け
る

委
員
の
皆
さ
ま
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格

南
種
子
町
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

以
上
の
方

◆
応
募
期
限

２
月
28
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

◆
委
員
の
任
期

委
嘱
の
日
（
令
和
７
年
４
月
以
降
）

か
ら
令
和
９
年
３
月
31
日
ま
で

◆
応
募
方
法

役
場
企
画
課
に
備
え
付
け
の
応
募

用
紙
に
記
入
し
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

委
員
に
対
す
る
報
酬
は
無
報
酬
と

な
り
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
・
応
募
用
紙
提
出
先

　

役
場
企
画
課　

情
報
政
策
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
２
）

南
種
子
町
未
来
会
議
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

　　

町
で
は
、
現
在
運
行
し
て
い
る
南

種
子
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
路
線

定
期
運
行
か
ら
、
Ａ
Ｉ
（
人
工
知

能
）
を
活
用
し
た
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
「
Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交

通
」（
区
域
運
行
）
に
移
行
し
、
令
和

７
年
４
月
１
日
よ
り
実
証
運
行
開
始

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
併
せ
て
、

種
子
島
空
港
発
着
便
に
接
続
す
る
「
Ａ

Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
」（
区
域
運
行
）

も
同
日
か
ら
実
証
運
行
開
始
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
う
運
賃
な
ど
に
つ
い
て
、

道
路
運
送
法
第
９
条
第
４
項
の
規
定
に

よ
る
運
賃
協
議
会
で
協
議
を
行
う
に
あ

た
り
、
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
を
募
集

し
ま
す
。

◆
意
見
募
集
期
間

２
月
１
日
（
土
）
～
２
月
14
日
（
金
）

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

役
場
企
画
課　

企
画
開
発
係

　

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
１
）

Ａ
Ｉ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証

運
行
の
運
賃
に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
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日　程 対　　象　　地　　区　　と　　受　　付　　時　　間

２/25

（火）

午

前
平　山 9：00 ～

10：00
浜田・仲之町・西之町・
広田

茎　永 10：30 ～

11：30

上里・新上里・雨田・菅原・中
部・仲之町・宇都浦・松原・阿
多惜経・竹崎（平山地区公民館） （茎永地区公民館）

午

後
島　間 13：30 ～

14：30
田尾・仲之町・向方・大
久保・小平山

西　海 15：00 ～

16：00
下立石・上立石・大川・
牛野（島間地区公民館） （西海地区公民館）

２/26
（水）

午

前
西　之 9：00 ～

10：00

田代・本村・崎原・平野・下西目・
官造牧・上瀬田・小田・前之原・
木原・野尻・砂坂・野大野

下　中 10：30 ～

11：30
夏田・郡原・里・山神・
真所（西之地区公民館） （下中地区公民館）

午

後
長　谷 13：30 ～

14：30
新長谷・赤石・第一長谷・
長谷野・摺久保・有尾

上　中 15：00 ～

16：00

大宇都・本町・上之平・新栄町・
河内・上野・共栄・焼野・山崎・
仲西・西之町（長谷地区公民館） （研修センター大会議室）

２/27
（木）

午

後
研修センター
２階大会議室

16：30 ～

18：30
全校区 2 月 25 日～ 26 日の各校区受付会場に来られない

全ての水田保有農家

※自己保全管理のみの所有者については、変更がなければ総合農政課・水田対策係へ「電話連絡」での
　報告で受付可能です。

令和７年度　水田作付計画書受付日程表

　

令
和
７
年
度
の
「
経
営
所
得
安
定

対
策
」
に
係
る
水
田
作
付
計
画
書

（
水
田
営
農
計
画
書
）
の
受
付
を
、
下

記
の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
。
対

象
農
家
の
方
々
に
は
後
日
通
知
い
た

し
ま
す
が
、
通
知
を
受
け
な
か
っ
た

農
家
の
方
で
、
水
田
経
営
を
さ
れ
て

い
る
方
に
つ
い
て
も
受
付
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。
な
お
、「
経
営
所
得
安
定
対

策
」
に
伴
う
各
種
交
付
金
の
申
請
を

希
望
さ
れ
る
方
は
必
ず
受
付
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
交
付
金
の
申

請
を
希
望
さ
れ
な
い
方
に
つ
き
ま
し

て
も
水
田
を
所
有
し
て
い
る
方
は
水

田
台
帳
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
の
で
、
必
ず
受
付
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
総
合
農
政
課　
水
田
対
策
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
３
１
６
）

経
営
所
得
安
定
対
策
に
係
る

「
水
田
作
付
計
画
書
」
の
受
付

に
つ
い
て

水
田
農
業
経
営
を
さ
れ
て
い
る
方
へ
お
知
ら
せ

　
１
月
１
日
付
け
で
、
町
職
員
の
人

事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。【　

】

は
旧
職
名
。

▼
課
長
級

河
野　
和
昭

  

建
設
課
水
道
担
当
参
事
（
派
遣
）

  【
水
道
課
長
（
派
遣
）】

▼
係
長
級

小
川　
和
輝

  

企
画
課
宇
宙
の
ま
ち
推
進
係
長

  【
企
画
課
デ
ジ
タ
ル
推
進
係
】

立
石　
拓
也

  

建
設
課
土
地
改
良
係
長

  【
総
合
農
政
課
土
地
改
良
係
長
】

小
田　
幸
次

  

建
設
課
技
術
第
一
係
長
（
土
木
・ 

  

水
道
担
当
）

  【
水
道
課
施
設
係
長
（
派
遣
）】

松
村　
智
浩

  

建
設
課
技
術
第
二
係
長
（
農
業
土

  

木
・
水
道
担
当
）

  【
建
設
課
土
木
係
長
】

小
田　
豪

  
建
設
課
水
道
係
長
（
派
遣
）

  【
水
道
課
管
理
係
長
（
派
遣
）】

▼
一
般
職
員

福
留　
一
真

  

税
務
課
町
税
課
税
係

  【
新
規
採
用
】

斉
藤　
優
樹

  

建
設
課
技
術
第
一
係
（
土
木
・
水

  

道
担
当
）

  【
建
設
課
土
木
係
】

砂
坂　
笙
光

  

建
設
課
技
術
第
一
係
（
土
木
・
水

  

道
担
当
）

  【
建
設
課
土
木
係
】

小
田　
武
蔵

  

建
設
課
技
術
第
二
係
（
農
業
土
木・

  

水
道
担
当
）

  【
総
合
農
政
課
土
地
改
良
係
】

臼
元　
央

  

建
設
課
水
道
係
（
派
遣
）

  【
水
道
課
管
理
係
（
派
遣
）】

▼
退
職
（
令
和
6
年
12
月
31
日
付
）

船
川　
千
鶴

  【
あ
お
ぞ
ら
保
育
園
保
育
係
長
】

園
田　
孝
太
郎　

  【
総
合
農
政
課
農
業
再
生
対
策
係
】

長
田　
元
気　

  【
総
合
農
政
課
土
地
改
良
係
】

小
脇　
洋
平 

  【
水
道
課
施
設
係
（
派
遣
）】

人　

事　

異　

動
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南種子町職員給与等の状況

（1）令和５年度　人件費の状況（普通会計決算）
住民基本台帳人口
（R6.3.31 現在）

歳出計
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ／Ａ）
5,135 人 6,417,831 千円 44,217 千円 1,017,921 千円 15.9 ％

（注）人件費には、特別職に支給される給料・報酬などを含んでいます。

（2）令和５年度　職員給与費の状況（普通会計決算）
職員数
（Ａ）

給与費 一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末勤勉手当 計（Ｂ）

89 人 344,323 千円 41,279 千円 143,278 千円 528,880 千円 5,942 千円
（注）職員手当には退職手当を含みません。

（3）職員の平均給料月額および平均年齢の状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）

区分 一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

南種子町 326,600 円 44.0 歳 －　　円 －　歳
国 323,823 円 42.1 歳 288,144 円 51.2 歳

（4）職員の初任給の状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）

区分
南種子町 国

決定初任給 採用２年経過日
給料額 決定初任給 採用２年経過日

給料額

一般行政職 大学卒 196,200 円 206,600 円 196,200 円 206,600 円
高校卒 166,600 円 174,900 円 166,600 円 174,900 円

（5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）
経験年数 5 ～ 7 年 7 ～ 10 年 10 ～ 15 年 15 ～ 20 年 20 ～ 25 年 25 ～ 30 年

一般行政職 大学卒 225,600 円 227,600 円 263,800 円 273,800 円 359,300 円 367,400 円
高校卒 194,000 円 210,100 円 256,200 円 262,300 円 317,800 円 334,400 円

技能労務職 高校卒 － － － － － －
中学卒 － － － － － －

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいいます。

（6）級別職員数の状況（令和 6 年 4 月 1 日現在）
区分 1 級 2 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 計

標準的な
職務内容

主事
技師

主事補
技師補

主事
技師 主査

課長補佐
係長
主任

課長
参事

課長補佐
主幹

課長
事務局長

参事

特に困難
な業務を
所掌する

課長
職員数 10 人 5 人 17 人 34 人 5 人 12 人 0 人 83 人
構成比 12.0％ 6.0％ 20.5％ 41.0％ 6.0％ 14.5％ 0.0％ 100 ％

（注）1．南種子町職員の給与に関する条例に基づく給料の級区分による一般行政職の職員数です。
  　　2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

町職員給与等の状況について公表します。
【下記の数値は令和６年度地方公務員給与実態調査および令和５年度地方財政状況調査に基づく数
値です。】
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行政トピックス
（7）職員手当の状況

期
末
勤
勉
手
当

令和 5 年度
支給割合

期末手当 勤勉手当
一般職 管理職 一般職 管理職

  6 月期 1.200 月分 1.000 月分 1.000 月分 1.200 月分
12 月期 1.250 月分 1.050 月分 1.050 月分 1.250 月分

計 2.450 月分 2.050 月分 2.050 月分 2.450 月分
（注）職務の級により加算措置があります。

時 間 外
勤務手当

令和 4 年度
普通会計決算

支給総額 17,478 千円
職員一人当たり支給額 196 千円

令和 5 年度
普通会計決算

支給総額 10,674 千円
職員一人当たり支給額 120 千円

住
宅
手
当

賃借
住宅

月額 16,000 円を超える
家賃を支払っている職員

　　     ～ 16,000 円 0 円

16,001 円～ 27,000 円 （家賃－ 16,000）円

27,001 円～ 61,000 円｛（家賃－ 27,000 円）× 1/2｝
＋ 11,000 円

61,001 円～ 28,000 円

（8）特別職の報酬等状況（令和 6 年４月１日現在）
区分 給料月額 期末手当

給料
町長 761,000 円 （支給割合）

  ６月期  1.400 月分
12 月期  1.700 月分

計　3.100 月分

※加算措置あり

副町長 600,000 円
教育長 567,000 円

報酬
議長 304,000 円

副議長 251,000 円
議員 228,000 円

退
職
手
当

（支給率） 自己都合 定年 勧奨
勤続 20 年 19.6695 月 26.36550 月 26.36550 月
勤続 25 年 28.0395 月 33.27075 月 33.27075 月
勤続 35 年 39.7575 月 47.70900 月 47.70900 月
最高限度額 47.7090 月 47.70900 月 47.70900 月

特殊勤務
手当

職員全体に占める手当支給職員の割合
（令和 6 年４月１日現在） 14.3％

支給対象職員一人当たり平均支給年額
（令和 5 年度普通会計決算） 38,400 円

手当の種類 税務手当、徴収手当、地籍調査手当
水道業務手当、保育園勤務手当

通勤手当 片道 2㎞以上の職員
１㎞× 500 円× 2（最高限度額 25,000 円）

扶養
手当

扶養親族である配偶者 6,500 円

配偶者以外の扶養親族 10,000 円
（子）

6,500 円
（父母等）

扶養親族のうち 15 歳～ 22 歳の子
（1 人につき・加算額） 5,000 円

（9）現員の状況（令和 6 年４月１日現在）
　　　区分
部門　　　

令和 5 年
の 職 員 数

令和 6 年
の 職 員 数 増　減

議会 2 2 0
総務 27 27 0
税務 5 5 0

農林水産 20 18 △ 2
商工 2 2 0
土木 7 8 1
民生 12 13 1
衛生 4 3 △ 1
教育 11 11 0
水道 5 5 0
国保 6 5 △ 1
介護 3 3 0

後期高齢 2 3 1
合計 106 105 △ 1

（注）職員数とは、一般職に属する職員数です。



２
０
２
５
年
イ
ベ
ン
ト
第
一
弾
が
ス
タ
ー
ト
‼

『
南
種
子
町
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
を
つ
く
り
た
い
』

　

南
種
子
町
に
は
、
観
光
サ
イ
ク
リ

ン
グ
に
ぴ
っ
た
り
な
見
晴
ら
し
の
良

い
風
景
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
走
行
し

や
す
い
道
路
が
整
っ
て
い
ま
す
。
種

子
島
宇
宙
芸
術
祭
で
は
、
自
転
車
で

世
界
１
６
１
カ
国
を
旅
し
た
、
自
転

車
冒
険
家
の
小
口
さ
ん
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
南
種
子
町

の
新
し
い
魅
力
を
自
転
車
で
存
分
に

楽
し
む
た
め
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー

ス
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
２
０
２
５
年
の
幕
開
け
を

飾
る
記
念
す
べ
き
第
一
弾
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
小
口
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
む
サ

イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
３
回
に
渡
っ

て
行
い
ま
す
。
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

ま
で
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
の
楽

し
み
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
？

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

①
「
小
口
さ
ん
と
走
る
サ
イ
ク
リ
ン

グ
ピ
ク
ニ
ッ
ク
」

自
転
車
で
南
種
子
町
を
ピ
ク
ニ
ッ
ク
!!

日
程
：
２
月
23
日
（
日
）

　
　
　
13
時
～
17
時

集
合
場
所
：
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

そ
の
他
：
自
転
車
持
参

参
加
費
：
２
０
０
０
円

※
大
人
限
定
イ
ベ
ン
ト

※
要
予
約

②
「
サ
イ
ク
ル
ス
タ
ン
ド
づ
く
り
体

験
＆
小
口
さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」

木
材
を
つ
か
っ
て
ス
タ
ン
ド
を
つ
く

り
ま
す
！

日
程
：
２
月
24
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
９
時
～
12
時

集
合
場
所
：
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
イ

ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

参
加
費
：
無
料

※
小
学
生
参
加
可
能

※
要
予
約

③
「
種
子
島
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
愛
称
募
集
」

　

種
子
島
で
行
う
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン

ト
の
愛
称
を
大
募
集
！
選
ば
れ
た
方

に
は
、
星
の
洞
窟
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

 

★
自
転
車
冒
険
家　
小
口
良
平
さ
ん
★

　

自
転
車
で
世
界
１
６
１
カ
国
を
旅

し
た
、
す
ご
～
い
人
が
や
っ
て
来
る
。

　

世
界
中
を
旅
し
た
小
口
さ
ん
の
旅

の
お
話
し
は
、
ぜ
ひ
と
も
子
ど
も
達

に
聞
い
て
ほ
し
い
！

　

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

町
で
は
、
令
和
７
年
４
月
以
降
に

予
定
さ
れ
て
い
る
各
種
健
（
検
）
診

の
実
施
に
伴
い
、
対
象
と
な
る
方
へ
、

令
和
７
年
度
各
種
健
（
検
）
診
の
申

込
み
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
２
月
上
旬
に
申
込
書

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

◆
方
法

　

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

・
申
込
書
に
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用

　

封
筒
で
返
信

・
通
知
に
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー

　

ド
か
ら
申
し
込
み

　
（
通
信
料
は
各
自
負
担
）

◆
締
切
日

　

２
月
28
日
（
金
）

　

※
期
限
厳
守

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
く
ら
し
保
健
課
健
康
増
進
係
・

　
保
険
給
付
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
５
）

令
和
７
年
度

各
種
健
（
検
）
診
の
申

込
み
に
つ
い
て

申し込みフォーム申し込みフォーム
QR コードQR コード

申し込みフォーム申し込みフォーム
QR コードQR コード

申し込みフォーム申し込みフォーム
QR コードQR コード
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　◆
高
齢
者
実
態
把
握

◆
高
齢
者
実
態
把
握

　
　
　
　
事
業
に
つ
い
て
◆

　
　
　
　
事
業
に
つ
い
て
◆

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

町
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
の
75
才

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
高
齢
者

実
態
把
握
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
属
の
看

護
師
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
健
康
状

態
や
生
活
状
況
の
確
認
、
日
常
生

活
の
困
り
ご
と
な
ど
を
お
聞
き
し
ま

す
。
そ
の
内
容
を
基
に
必
要
な
支
援

な
ど
を
幅
広
く
把
握
し
、
介
護
に
つ

い
て
の
支
援
ま
た
は
介
護
が
必
要
に

な
る
可
能
性
の
あ
る
方
へ
の
介
護
予

防
お
よ
び
生
活
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
把
握
し
た
情
報
は
、
各
地

区
・
年
代
ご
と
に
集
計
を
行
い
、
介

護
予
防
事
業
の
計
画
な
ど
を
策
定
す

る
際
に
活
用
し
ま
す
。

  

こ
の
よ
う
な
目
的
以
外
に
知
り
得

た
情
報
を
漏
ら
す
事
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
安
心
し
て
調
査
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。　

　

ご
不
明
な
点
な
ど
あ
り
ま
し
た

ら
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

　
精
神
障
害
と
は
、
脳
の
器
質
的
ま
た

は
機
能
的
変
化
に
よ
り
心
身
に
さ
ま
ざ

ま
な
影
響
が
出
て
、
日
常
生
活
や
働
く

こ
と
に
困
難
が
生
じ
る
状
態
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。
適
切
な
治
療
・
服
薬
と
周

囲
の
配
慮
が
あ
れ
ば
、
症
状
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
症
状
や
特
徴
は
、そ
の
人
に
よ
り
様
々

で
、
ひ
と
く
く
り
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

《
特
徴
》

●
ス
ト
レ
ス
に
弱
く
、
緊
張
し
た
り
、

疲
れ
や
す
か
っ
た
り
し
ま
す
。

●
気
分
の
浮
き
沈
み
の
ふ
り
幅
が
激
し

く
、
周
囲
を
巻
き
込
ん
で
し
ま
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

●
外
見
か
ら
は
分
か
り
に
く
く
、
障
害

に
つ
い
て
理
解
さ
れ
ず
に
孤
立
し
て
い

る
方
も
い
ま
す
。

●
人
と
対
面
す
る
こ
と
や
対
人
関
係
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
な
人
も

い
ま
す
。

●
警
戒
心
が
強
か
っ
た
り
、
自
分
に
関

係
な
い
こ
と
で
も
自
分
に
関
係
づ
け
て

考
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
若
い
頃
の
発
病
や
長
期
入
院
の
た
め

に
社
会
生
活
に
慣
れ
て
い
な
い
人
も
い

ま
す
。

精
神
障
害
を
持
つ
方
へ
の
《
接
し
方
》

　
「
病
気
を
抱
え
な
が
ら
生
活
し
て
い

る
」
こ
と
へ
の
理
解
が
基
本
で
す
。
例

え
ば
、
腰
痛
を
抱
え
て
い
る
人
に
無
理

に
重
い
荷
物
を
運
ん
で
も
ら
う
こ
と
は

通
常
あ
り
ま
せ
ん
。
も
し
運
ん
で
も
ら

う
必
要
が
あ
る
な
ら
、
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
？
台
車
を
用
意
し
ま
す
よ
ね
。
そ

う
し
た
感
覚
と
同
じ
よ
う
に
、
精
神
障

害
を
も
つ
方
に
対
し
て
も
、
ど
う
し
た

ら
よ
い
か
？
を
一
緒
に
考
え
「
病
気
に

配
慮
し
な
が
ら
普
通
に
」
接
し
て
く
だ

さ
い
。
先
入
観
を
持
た
ず
に
健
康
な
部

分
に
目
を
向
け
、
社
会
の
一
員
と
し
て

共
生
し
な
が
ら
見
守
っ
て
も
ら
え
る
と

う
れ
し
い
で
す
。

文
責
：

　
せ
い
ざ
ん
病
院  

精
神
保
健
福
祉
士 

                       

池
村　
多
恵
子　

　
　
　
　
　
　
　
☎
㉘
３
３
３
１

精
神
障
害
と
は
？

　

自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

【
問
い
合
わ
せ
】

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　 

　
　
☎
㉘
３
６
３
３
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宇宙のまち話題

　12 月 24 日（火）～ 26 日（木）の３日間、友好交流宣
言を交わしている愛知県飛島村の児童交流団（小学生８人、
随行者４人）が本町を訪れました。25 日（水）には、7 月
に本町から青少年交流事業で飛島村を訪問した児童生徒８
人と広田遺跡ミュージアムにて歓迎会を行った後、広田遺
跡語り部ジュニアが解説を行いながらのミュージアム見学
やアクセサリー創作活動、宇宙センターの施設見学など、
一緒に活動しました。交流団の皆さんは、観光地
見学などを通して、本町の文化や豊かな自然に触
れ、飛島村とは違う環境を楽しみながら学びを深
めていました。今後も、教育文化をはじめとした
多面的な友好都市交流を行っていきます。

愛知県飛島村児童交流団来町愛知県飛島村児童交流団来町

　岡山県総社市、長崎県対馬市、南種子町の２市１
町はそれぞれ赤米の伝統文化があり、平成 30 年か
ら、その伝統を次世代へ繋げるため赤米子ども交流
を行っています。昨年８月に対馬市での開催を予定
していましたが、台風の影響により開催できず、12
月 23 日（月）茎南小学校にてＷｅｂでの交流会を実
施し、児童の皆さんによる各地の赤米文化や地域の
魅力発表で互いの交流を深めました。２月９日（日）
には、本町にて赤米サミットの開催を予定していま
す。詳しくは、折り込みチラシをご覧ください。

WEB 赤米子ども交流事業を開催WEB 赤米子ども交流事業を開催
　種子島島内の郵便局長で組織する郵便局長会種
子島部会から、インフルエンザなどの感染拡大防
止に役立ててほしいと不織布マスクの寄贈があり
ました。12 月 17 日（火）部会長である牧瀬嘉彦
増田郵便局長と長野章伸南種子郵便局長・大瀬慶
太国上郵便局長・秋元宣邦平山郵便局長が町教育
委員会へマスクを届けてくださいました。本町で
は今後も児童生徒の感染防止に努めてまいります。
　貴重な寄贈ありがとうございました。

町内小・中学校へ不織布マスクを寄贈町内小・中学校へ不織布マスクを寄贈

YouTube
南種子町役場
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Photo News
Photo News

　12 月 26 日（木）から 28 日（土）までの 3 日間、南種
子町自然の家、種子島宇宙センターにおいて、冬季宇宙サ
イエンスキャンプが開催されました。全国の小・中学生 18
人が参加した今回のキャンプでは、ローバー型ロボットの
操作や、水中探査ドローンによる海中の観測、分析、成果
の発表などを通して、本格的なサイエンスを学びました。
遠くは北海道から、地元南種子町の子どもも５人参加し、
全国の子どもたちが交流しながら、学びを深めました。
　また、春季キャンプを 3 月 30 日（日）から 4 月 2 日

（火）の期間で開催する予定としています。

冬季宇宙サイエンスキャンプ開催冬季宇宙サイエンスキャンプ開催

水中探査ドローンの操作方法を学ぶ水中探査ドローンの操作方法を学ぶ

種子島宇宙センタープレスルームにて種子島宇宙センタープレスルームにて
参加者全員がプレゼンテーションを行いました参加者全員がプレゼンテーションを行いました

　１月 18 日（土）青少年育成の日に種子島宇宙センターにおいて、第 32 回宇宙へはばたけ凧あげ大会が開催
されました。天候にも恵まれ、幼児から大人まで約 150 人の参加がありました。個人や団体の部に分かれ、凧
のデザインや滞空時間などを競ったほか、チャレンジランキングや子ども会対抗長縄跳び競争などの企画も行
われました。凧づくり（創作活動）や凧あげ（体験活動）を通して、子ども
会会員の交流を深めるとともに子ども会活動の充実を図ることができました。

第 32 回宇宙へはばたけ凧あげ大会第 32 回宇宙へはばたけ凧あげ大会

　　　～結　果～　敬称略

【個人】H‐Ⅱ A 部門（幼児、小学 1 ～ 3 年）

宇宙遊泳賞　　小
こ わ き

脇　有
ゆ ず か

珠佳
飛　翔　賞　　佐

さ と う
藤　宙

ひ ろ き
貴

デザイン賞　　中
なかむら

村　進
し ん じ ろ う

二朗
【個人】H ３部門（小学 4 ～ 6 年・中学・一般）

宇宙遊泳賞　　佐
さ と う

藤　優
ゆ づ き

月
飛　翔　賞　　小

こ わ き
脇　希

の の か
乃香

デザイン賞　　鮫
さめしま

島　健
けんいちろう

一郎
【団体】
宇宙遊泳賞　宇宙少年団 A チーム
デザイン賞　西海地区子ども会

【種子島宇宙センター所長賞】
　坂

さか
　弥

や ま と
真斗

【三菱重工 MILSET 長賞】
　楠

くすもと
元　湊

そ う た
太

【SPACE TOWN 南種子賞】
　坂

さかぐち
口　碧

あお

団体の部　西海地区子ども会団体の部　西海地区子ども会

子ども会対抗　長縄跳び競争子ども会対抗　長縄跳び競争

デザイン審査デザイン審査
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InformationInformation
Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
・

動
画
大
賞
２
０
２
４

　

県
内
の
各
市
町
村
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歴
史･

文
化
・

観
光
・
名
所
な
ど
を
テ
ー

マ
に
、「
ふ
る
さ
と
自
慢
Ｃ

Ｍ
・
動
画
」
を
制
作
す
る
、

Ｋ
Ｋ
Ｂ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
・

動
画
大
賞
２
０
２
４
が
開

催
さ
れ
、
今
年
も
、
Ｃ
Ｍ
・

動
画
部
門
と
も
に
作
品
を

出
品
し
ま
し
た
。

　
Ｃ
Ｍ
は
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ
鹿
児
島

放
送
で
計
５
回
放
送
さ
れ
る

ほ
か
、
Ｋ
Ｋ
Ｂ
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。
作
品
はYouTube

「
種

子
島
み
な
み
た
ね
チ
ャ
ン
ネ

ル
」
に
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

県
営
住
宅
空
き
家
待
ち

順
位
登
録
者
を
募
集
し

ま
す

◆
物
件　

　
古
園
団
地
（
西
之
表
市
）

　
深
渡
瀬
団
地（
西
之
表
市
）

　
伏
之
前
団
地（
中
種
子
町
）

　

コ
ス
モ
タ
ウ
ン
南
種
子

　
団
地
（
南
種
子
町
）

◆
受
付
期
間

　
２
月
３
日
（
月
）
～
28
日

　
（
金
）
午
前
８
時
30
分
～

　
午
後
５
時

※
土
日
祝
日
を
除
く

※
熊
毛
支
庁
に
備
え
付
け
の

　
申
込
書
を
提
出

◆
抽
選
日
時
・
抽
選
場
所

　
３
月
７
日
（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
か
ら

　

熊
毛
支
庁
３
階
第
１
会

　
議
室
に
て

◎
問
＝
熊
毛
支
庁
建
設
部
建

設
課
用
地
管
理
係

☎
㉒
１
１
３
６

無
料
法
律
相
談
の
実
施

に
つ
い
て

　

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部

附
属
司
法
政
策
研
究
セ
ン

タ
ー
に
よ
る
無
料
法
律
相

談
会
が
、
次
の
と
お
り
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

学
生
な
ど
の
実
習
を
兼

ね
て
実
施
さ
れ
る
こ
の
相

談
会
は
、
弁
護
士
の
ほ
か

教
員
・
学
生
が
同
席
し
ま

す
が
、
回
答
は
担
当
弁
護

士
が
責
任
を
持
っ
て
行
い
、

守
秘
義
務
も
守
ら
れ
ま
す
。

　

１
日
５
件
の
予
約
制
で

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
、
問
い
合
わ
せ
先
に
て
予

約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
日
時

　

２
月
15
日
（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

◆
場
所

　
役
場
研
修
セ
ン
タ
ー
会
議
室

　
西
之
表
市
で
も
同
時
開
催

◆
予
約
・
問
い
合
せ

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
附
属
司

法
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
８
５
）
３
９
０
５

☎
０
９
９
（
２
８
５
）
７
５
６
９

担
当
：
徳
重
・
大
口

先
進
医
療
不
妊
治
療
費

助
成
の
申
請
期
限
に
つ

い
て

　

鹿
児
島
県
で
は
、
安
心

し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
不
妊
に
悩
む
ご
夫
婦

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
保
険
適
用
の

生
殖
補
助
医
療
と
併
用
可

能
な
先
進
医
療
を
受
け
る

ご
夫
婦
に
治
療
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
申
請
期

限
は
次
の
と
お
り
で
す
の

で
、
該
当
の
方
は
期
日
ま

で
に
申
請
し
て
い
だ
た
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。　

《
対
象
者
》

令
和
６
年
度
（
令
和
６
年
４

月
１
日
～
令
和
７
年
３
月
31

日
）
に
治
療
が
終
了
し
た
方

《
申
請
期
限
》

⑴
令
和
６
年
度
中
に
治
療
が

終
了
し
た
方

令
和
７
年
３
月
31
日
（
月
）

⑵
令
和
７
年
３
月
に
治
療
が

終
了
し
、
年
度
末
ま
で
に
申

請
が
間
に
合
わ
な
い
方

令
和
７
年
４
月
30
日
（
水
）

《
申
請
先
・
連
絡
先
》

　
西
之
表
保
健
所

　
☎
㉒
０
０
１
２

※
助
成
の
要
件
や
必
要
書
類

な
ど
に
つ
い
て
は
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
町
で
は
、
保
険
適
用
に
よ

る
特
定
不
妊
治
療
を
受
け
て

い
る
方
に
、
交
通
費
（
鹿
児

島
本
土
ま
で
の
船
ま
た
は
飛

県ホームページ
QR コード

県ホームページ
QR コード

CM 部門
「いつでもここに」

動画部門
「帰りたくなる町

南種子町」
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情報ひろば
行
機
）
や
宿
泊
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
役
場
く
ら
し
保
健
課

健
康
増
進
係
☎
㉖
１
１
１
１

（
内
線
１
３
１
）

猫
の
適
正
飼
養
推
進
月

間
に
つ
い
て

　

２
月
は
「
猫
の
適
正
飼

養
推
進
月
間
」
で
す
。
飼

い
猫
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

飼
い
ま
し
ょ
う
。

●
猫
の
適
正
飼
養
に
つ
い
て

◆
飼
い
猫
は
室
内
で
飼
い

ま
し
ょ
う

　

飼
い
猫
を
、
交
通
事
故

や
猫
同
士
の
ケ
ン
カ
、
感

染
症
な
ど
か
ら
守
っ
て
あ

げ
る
た
め
に
も
、
室
内
飼

育
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

外
に
出
し
て
し
ま
う
と
、
フ

ン
尿
や
鳴
き
声
な
ど
、
周
り

に
迷
惑
を
掛
け
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
周
囲
の

方
へ
配
慮
し
て
飼
う
こ
と

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◆
繁
殖
制
限
を
し
ま
し
ょ
う

　
１
匹
の
メ
ス
猫
か
ら
子
猫

が
生
ま
れ
、
１
年
後
に
は
合

計
で
20
匹
以
上
に
増
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
早
め
に
不

妊
去
勢
手
術
を
し
て
、
む
や

み
に
増
え
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
不
妊
去
勢
手
術
を

す
る
こ
と
で
、
病
気
の
予
防

や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、
マ
ー

キ
ン
グ
行
為
の
減
少
に
繋
が

る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り

ま
す
。

◆
迷
子
札
な
ど
の
所
有
者

明
示
を
し
ま
し
ょ
う

　

ド
ア
や
窓
の
隙
間
か
ら

の
脱
走
や
突
然
の
災
害
で

行
方
不
明
に
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
名
前
や
連

絡
先
を
書
い
た
迷
子
札
を

首
輪
に
付
け
る
、
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
装
着
す
る
な
ど

し
て
、
迷
子
に
な
っ
て
も
飼

い
主
の
元
に
戻
れ
る
よ
う

に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
野
良
猫
や
地
域

猫
と
い
っ
た
飼
い
猫
以
外
の

猫
の
飼
養
に
つ
い
て
も
、
不

妊
去
勢
手
術
を
す
る
、
残
し

た
餌
は
片
付
け
る
、
猫
用
の

ト
イ
レ
を
置
く
な
ど
を
心
掛

け
、
周
り
の
迷
惑
と
な
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
＝
西
之
表
保
健
所

☎
㉒
０
０
３
２

栄
養
士
・
調
理
師
免
許
を
お
持
ち

の
皆
さ
ま

免
許
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　

栄
養
士
・
調
理
師
免
許

の
新
規
申
請
を
除
く
各
種

申
請
に
つ
い
て
、
申
請
者

の
利
便
性
向
上
お
よ
び
審

査
事
務
の
効
率
化
を
図
る

た
め
、
令
和
７
年
１
月
よ

り
「
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
」

が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
規
申
請
に
関

し
て
は
、
当
面
の
間
、
従
前

の
方
法
で
の
申
請
を
継
続

す
る
こ
と
と
し
、
全
て
の
手

続
き
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

従
前
の
紙
に
よ
る
申
請
も

可
能
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
県
庁
健
康
増
進
課
健

康
増
進
栄
養
係

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
７
１
７

E-mail

：kenko@pref.kagoshim
a.

lg.jp看
護
職
員
の
皆
さ
ま

離
職
の
際
は
ナ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
へ
届
け
出
を
！

　

保
健
師
、
助
産
師
、
看

護
師
、
准
看
護
師
の
免
許

を
お
持
ち
の
方
が
、
看
護

職
を
離
れ
る
際
に
は
、
ナ
ー

ス
セ
ン
タ
ー
へ
の
届
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

届
出
を
す
る
と
、
本
人

の
意
向
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
に
応
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
す
ぐ
に
就
職
し
た
い
方

→
医
療
機
関
の
最
新
の
求

人
情
報
を
提
供
し
ま
す

◆
子
育
て
中
で
復
職
を
考

え
て
い
る
方

→
復
職
に
必
要
な
医
療
、

看
護
の
知
識
や
技
術
な
ど

を
学
ぶ
「
復
職
支
援
研
修
」

の
案
内
な
ど

◆
届
出
方
法

　
届
出
は
「
と
ど
け
る
ん
」

か
ら
。（
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ

ン
で
簡
単
に
で
き
ま
す
）

◎
問
＝
鹿
児
島
県
ナ
ー
ス
セ

ン
タ
ー
☎
０
９
９（
２
５
６
）

８
０
２
５
／
県
庁
医
師
・
看
護

人
材
課
☎
０
９
９
（
２
８
６
）

２
７
３
６

とどけるん
QR コード



西野西野小学校小学校
　
11
月
30
日
（
土
）、
西
野
小
学
校

創
立
１
５
０
周
年
記
念
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
ず
は
記
念
式
典
。
子
ど
も
た
ち

が
西
野
小
や
西
之
地
区
へ
の
思
い
を

発
表
し
た
り
、
西
野
小
の
過
去
や
現

在
を
記
録
し
た
動
画
を
上
映
し
た
り

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
は
、
相
撲
大
会
。
親
父
の

会
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
土
俵
の
上

で
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
力
強
い
取
組
に
、
客

席
か
ら
は
大
き
な
歓
声
や
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
夕
方
か
ら
は
記
念
祝
賀

会
。
現
役
の
小
学
生
や
Ｏ
Ｂ
の
方
が

そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
の
思
い
出
を
語
る

な
ど
、
会
場
の
み
ん
な
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
、
保
護
者
、
地
域
、
来
賓
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
記
念
の
年

を
お
祝
い
で
き
た
一
日
で
し
た
。

創
立
１
５
０
周
年
記
念
行
事

　
１
月
11
日
（
土
）
に
塩
づ
く
り
体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
種
子
島
製
塩
初
地
が
校
区
内
（
上
立
石
集
落
）
に
あ
る
大

川
小
学
校
で
は
、
毎
年
塩
づ
く
り
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
で
海
水
を
汲
み
、
釜
で

煮
詰
め
て
か
ん
水
（
濃
い
海
水
）
を
作
り
、
さ
ら
に
煮
詰
め

て
塩
に
し
ま
し
た
。
最
後
は
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
水
分
を
と
ば

し
て
、
サ
ラ
サ
ラ
の
「
大
川
小
の
塩
」
が
で
き
ま
し
た
。

　
試
食
で
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
塩
と
の
味
比
べ
を
し
ま
し

た
が
、
半
数
以
上
の
子
ど
も
た
ち
が
「
大
川
小
の
塩
が
一
番

お
い
し
い
で
す
！
」
と
、
自
分
た
ち
で
作
っ
た
塩
の
味
に
満

足
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　
町
社
会
教
育
課
の
小
脇
さ
ん
に
講
話
も
し
て
い
た
だ
き
、

塩
づ
く
り
の
歴
史
の
面
白
さ
や
塩
を
作
る
こ
と
の
大
変
さ
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
体
験
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

大川大川小学校小学校

塩
づ
く
り
体
験
学
習
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12
月
３
日
（
火
）
は
、
令
和
６
年
度
南
種
子
町
人

権
同
和
教
育
研
修
会
が
本
校
を
会
場
と
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
当
日
は
花
峰
小
の
１
年
間
の
人
権
に
関
す

る
取
組
の
発
表
や
人
権
同
和
教
育
の
知
的
理
解
・
人

権
尊
重
の
視
点
を
重
視
し
た
研
究
授
業
と
授
業
研
究

を
行
い
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
や
町
内
の
小
中
学
校

の
先
生
方
、
人
権
擁
護
委
員
の
方
な
ど
総
勢
33
人
が

来
校
さ
れ
ま
し
た
。
５・
６
年
の
子
ど
も
た
ち
は
多

く
の
先
生
方
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
調
べ

た
こ
と
を
ま
と
め
た
り
、
本
時
の
学
習
で
分
か
っ
た

こ
と
を
発
表
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
道
案
内
や
駐
車
場
の
誘
導

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

花峰花峰小学校小学校

　
１
月
17
日
（
金
）
に
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
行
い

ま
し
た
。
１
～
４
年
生
と
５・６
年
生
に
分
か
れ
て
授

業
を
行
い
、
学
校
薬
剤
師
の
河
北
先
生
に
お
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
薬
物
に
は
体
を
良
く
し
た
り
、
病
気
を
治
し
た
り

し
て
く
れ
る
も
の
と
、
体
や
心
を
悪
く
し
て
し
ま
う

も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
や
使
い
方
に
気
を
付
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
近
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
違
法
薬
物
や
オ
ー
バ
ー

ド
ー
ズ
（
過
剰
接
種
）
の
話
題
が
出
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
全
で
健
康
な
生
活
を
ず
っ

と
送
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
授
業
の
こ
と
を
し
っ
か
り

覚
え
て
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

長谷長谷小学校小学校

 　
１
月
14
日
（
火
）
に
、
大
き
な
地
震
が
起
き

た
後
、
津
波
が
来
る
と
い
う
想
定
で
避
難
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
地
震
警
報
の
放
送
で
児
童
は
机
の

下
に
隠
れ
、
揺
れ
が
収
ま
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
指
示
に
従
っ
て
校
庭
へ
避
難
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
津
波
警
報
を
聞
き
、
高
台
に
走
っ

て
避
難
し
ま
し
た
。
み
ん
な
真
剣
な
表
情
で
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

地
震
は
、
い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
分
か
り

ま
せ
ん
。
訓
練
を
通
し
て
い
ざ
と
い
う
と
き
に
、

ど
ん
な
行
動
を
取
る
べ
き
か
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

島間島間小学校小学校
避
難
訓
練
の
実
施

薬
物
乱
用
防
止
教
室

町
人
権
同
和
教
育
研
修
会
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サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
へ
の
ご
参
加　

サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
へ
の
ご
参
加　

　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
　
　
　
　
　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
12
月
８
日(

日)

、
15
日(

日)

、
22

日(

日)

に
、
宇
宙
科
学
技
術
館
に
て

第
１
回
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
「
静
電
気

で
遊
ぼ
う
！
み
ん
な
で
科
学
実
験
！
」

を
開
催
し
、
３
日
間
と
も
に
多
く
の

方
々
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
実
験
を
始
め
る
前
に
、
静
電
気
が
起

き
る
し
く
み
、
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

の
組
立
棟
内
で
静
電
気
対
策
と
し
て
静

電
気
除
去
板
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
、

食
品
用
ラ
ッ
プ
や
コ
ピ
ー
機
な
ど
で
静

電
気
が
利
用
さ
れ
て
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
そ
の
後
、
風
船
や
下
敷
き
を

こ
す
っ
て
発
生
す
る
静
電
気
で
ア
ル
ミ

缶
に
触
れ
ず
に
自
由
自
在
に
動
か
す
実

験
や
細
か
く
割
い
た
ビ
ニ
ー
ル
紐
を
空

中
に
浮
か
せ
る
実
験
な
ど
を
体
験
し
、

ど
の
実
験
に
も
熱
心
に
、
楽
し
ん
で
取

り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
、
今
後
も
様
々

な
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

「
だ
い
ち
４
号
」
を
も
っ
と
知
ろ
う
！

「
だ
い
ち
４
号
」
を
も
っ
と
知
ろ
う
！

　
２
０
２
４
年
７
月
に
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

３
号
機
で
打
ち
上
げ
ら
れ
た
「
だ
い
ち

４
号
」（
Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ-

４
）
は
、
10
月

18
日
に
「
初
期
機
能
確
認
運
用
」
を
終

え
、
現
在
は
「
初
期
校
正
検
証
運
用
」

に
移
行
し
て
お
り
、
２
０
２
５
年
１
月

以
降
に
は
「
定
常
観
測
運
用
」
と
な
っ

て
、
観
測
デ
ー
タ
の
提
供
が
開
始
さ
れ

る
見
込
み
で
す
。

　
宇
宙
科
学
技
術
館
の
サ
テ
ラ
イ
ト
エ

リ
ア
で
は
、「
だ
い
ち
４
号
」
の
特
別

展
示
を
行
っ
て
お
り
、「
だ
い
ち
４
号
」

の
役
割
や
私
た
ち
の
生
活
を
も
っ
と
良

く
す
る
た
め
に
「
だ
い
ち
２
号
」
か
ら

ど
の
よ
う
に
進
化
し
た
の
か
、
ま
た
そ

の
し
く
み
と
特
長
に
つ
い
て
紹
介
し
て

い
ま
す
。
宇
宙
科
学
技
術
館
に
来
館
し

た
際
に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
、
世
界
の
す
べ
て
の

人
々
が
、
よ
り
良
く
、
持
続
可
能
な
未

来
を
築
く
た
め
の
活
動
目
標
で
、
貧
困

や
不
平
等
、
気
候
変
動
、
環
境
劣
化
、

繁
栄
、
平
和
と
公
正
な
ど
、
私
た
ち
が

直
面
す
る
世
界
的
な
課
題
の
解
決
を
目

指
す
も
の
で
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、
宇
宙
開
発
利
用
を
技

術
で
支
え
る
中
核
の
機
関
と
し
て
、
地

球
観
測
衛
星
に
よ
る
観
測
デ
ー
タ
の
活

用
に
よ
り
安
全
で
豊
か
な
社
会
の
実
現

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

「
だ
い
ち
」
の
熱
帯
雨
林
観
測
に
よ
る
森

林
破
壊
防
止
や
全
球
観
測
に
よ
る
自
然

災
害
の
減
災
支
援
、「
い
ぶ
き
」
の
温
室

効
果
ガ
ス
観
測
に
よ
る
地
球
温
暖
化
対

策
の
活
動
支
援
、「
し
ず
く
、し
き
さ
い
」

の
大
気
汚
染
物
質
観
測
に
よ
る
健
康
被

害
防
止
な
ど
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

へ
の
取
り
組
み
は
専
用
サ

イ
ト
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

大
西
卓
哉
宇
宙
飛
行
士
が

大
西
卓
哉
宇
宙
飛
行
士
が

　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
Ｓ
Ｓ
船
長
に
就
任
決
定

　
　
　
　
　
　
　

Ⅰ
Ｓ
Ｓ
船
長
に
就
任
決
定

　
大
西
卓
哉
宇
宙
飛
行
士
が
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ

（
国
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
の
第
73
次
長

期
滞
在
搭
乗
員
の
船
長
に
決
定
し
ま
し

た
。
大
西
宇
宙
飛
行
士
は
、「
メ
ン
バ
ー

に
は
の
び
の
び
と
動
い
て
も
ら
い
、
自

分
は
縁
の
下
の
力
持
ち
と
し
て
支
え
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
２
月
以
降
に
ク
ル
ー
ド
ラ

ゴ
ン
10
号
機
で
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
向
い
、
船
長

と
し
て
の
職
務
達
成
お
よ
び
全
搭
乗
員

の
安
全
確
保
に
向
け
て
指
揮
を
執
る
予

定
で
す
。
皆
さ
ま
の
応
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は 1 月６日現在）

サイエンスショーでの
実験の様子

宇宙科学技術館
サテライトエリア

だいち４号特別展示

ＪＡＸＡのＳＤＧｓ
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食
べ
方
上
手
は
一
生
の
得

食
べ
方
上
手
は
一
生
の
得

　
　
　

公
立
種
子
島
病
院

管
理
栄
養
士　
岩
澤　
裕
子

　

皆
さ
ん
、「
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
」

を
ご
存
じ
で
す
か
？
こ
れ
は
私
達
日
本
人

が
、
食
事
か
ら
ど
れ
く
ら
い
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
栄
養
素
を
摂
れ
ば
い
い
の
か
を
、
国
が

健
康
増
進
法
に
基
づ
い
て
示
し
た
基
準
で

す
。
こ
の
食
事
摂
取
基
準
は
、
５
年
ご
と

に
食
事
摂
取
の
現
状
や
最
新
の
知
見
に
基

づ
き
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
現
在
刊
行
さ

れ
て
い
る
２
０
２
０
年
版
か
ら
２
０
２
５

年
版
へ
令
和
７
年
４
月
１
日
か
ら
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
さ
れ
ま
す
。
で
も
な
ぜ
、
こ
の
よ

う
に
５
年
ご
と
に
食
事
摂
取
基
準
を
改
定

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
、
食
の
在
り
方
が
年
月
と
と
も
に

変
化
し
、
そ
の
変
化
に
伴
い
健
康
な
体
作

り
の
た
め
の
新
た
な
指
標
が
必
要
と
な
る

か
ら
な
の
で
す
。

　

私
達
人
間
は
、
他
の
生
き
物
に
は
見
ら

れ
な
い
高
度
な
科
学
技
術
を
駆
使
し
、
食

物
の
栽
培
や
調
理
、
加
工
な
ど
、
特
殊
な

技
術
を
手
に
入
れ
、
多
種
類
の
生
物
を
食

料
と
し
て
獲
得
し
て
き
ま
し
た
。
今
や
、

食
物
連
鎖
の
頂
点
は
人
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
私
た
ち
の
食
事
は
豊
か

に
な
り
、
単
に
生
命
を
維
持
す
る
た
め
だ

け
の
食
事
か
ら
、
多
種
多
様
な
物
を
お
い

し
く
、
楽
し
く
食
べ
る
娯
楽
や
文
化
に
ま

で
「
食
」
が
高
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
確
か

に
食
べ
る
こ
と
は
喜
び
で
す
。
楽
し
み
で

す
。
で
も
一
番
の
目
的
は
生
命
を
維
持
す

る
こ
と
。
で
す
か
ら
、
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
、

自
分
の
口
に
入
る
も
の
、
入
れ
よ
う
と
し

て
い
る
も
の
が
、
自
分
の
体
が
必
要
と
し

て
い
る
も
の
か
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

意
識
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
自
分
で
選
ん

だ
食
事
が
自
分
の
体
を
作
り
ま
す
。
何
を
、

ど
れ
く
ら
い
食
べ
れ
ば
自
分
の
体
が
健
康

に
な
れ
る
の
か
、
健
康
を
維
持
で
き
る
の

か
、
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
な
ど
の
正

し
い
情
報
を
手
に
入
れ
、
健
康
で
生
き
生

き
と
し
た
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
、
食
べ

方
上
手
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
健
康

を
守
り
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
自
分

だ
け
で
す
。
つ
ま
り
、
食
べ
方
上
手
は
一

生
の
得
な
の
で
す
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

【２月の診療体制】
診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

 9 時～
     12 時  
受付
7 時 30 分   
　～11 時

小児科 （野田） 鹿大派遣医師

内科 藤原
前田

（野田）
藤原
前田

（野田）
藤原
前田

（野田）
藤原
前田

（野田）
藤原
前田

眼科・耳鼻咽喉
科・消化器内科 鹿大　眼科　 3 日～ 4 日

17 日～18 日
○毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科 
カメラ検査整形外科

リウマチ科
○毎週

整形医師

物忘れ
ストレスケア外来

（第３水曜）

中島
6 日

診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

14 時～　
　１７時

受付
8 時 30 分
   ～16 時

小児科 （野田） 鹿大派遣医師

内科
（野田）

藤原
前田

（野田）
藤原

（野田）
藤原
前田

（野田）
藤原

藤原
前田

眼科・耳鼻咽喉
科・消化器内科 鹿大　眼科 3 日～ 4 日

17 日～18 日
〇毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科 
カメラ検査整形外科

リウマチ科

物忘れ
ストレスケア外来

（第３水曜）

中島
6 日

午  前

午  後

火曜日の整形外科の受診を希望される方は､ 必ず来院前に電話でのお問い合わせをお願いします。

※野田先生の診療日：2/3（月）午後～2/7（金）午前、2/17（月）午後～2/21（金）午前
※藤原先生第２・４金曜日不在　　※ 2 月 9 日（日）は当番医　
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広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

門
松
づ
く
り

　

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
語
り
部

の
会
で
は
、今
年
も
毎
年
恒
例
と
な
っ

て
い
る
門
松
づ
く
り
を
行
い
ま
し
た
。

広
田
集
落
に
伝
わ
る
門
松
で
、
通
常

イ
メ
ー
ジ
す
る
門
松
と
は
異
な
っ
た

形
状
を
し
て
い
ま
す
。
ク
ロ
バ
ー（
ク

ロ
キ
）
や
シ
イ
、
竹
、
松
、
ウ
ラ
ジ

ロ
な
ど
で
作
っ
た
門
松
１
対
を
し
め

縄
で
つ
な
ぎ
、
ユ
ズ
リ
ハ
と
ダ
イ
ダ

イ
を
飾
り
付
け
ま
す
。
使
用
す
る
植

物
に
は
そ
れ
ぞ
れ
縁
起
の
良
い
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
て
、
良
い
年
に
な

る
よ
う
祈
り
ま
す
。
語
り
部
の
皆
さ

ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

12
月
25
日
（
水
）
ジ
ュ
ニ
ア
学
芸

員
講
座
（
第
５
回
）「
広
田
遺
跡
を
案

内
し
よ
う
！
」
を
行
い
ま
し
た
。
ジ
ュ

ニ
ア
学
芸
員
第
10
期
生
の
２
人
は
、
８

月
に
開
始
し
た
第
１
回
か
ら
全
５
回

の
講
座
を
受
講
し
、
学
芸
員
や
語
り
部

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
一
生

懸
命
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

日
は
、
今
回
ま
で
に
広
田
遺
跡
に
つ
い

て
調
べ
ま
と
め
て
き
た
ポ
イ
ン
ト
を
、

作
成
し
た
資
料
を
も
と
に
来
館
し
た

飛
島
村
青
少
年
交
流
団
へ
の
ガ
イ
ド

を
上
手
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
常
設
展
示
室
に
は
、
２
人
が

ま
と
め
た
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

赤
い
羽
根
共
同
募
金
・
社
協
会
費
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
昨
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
３
か
月
間
、
赤
い
羽
根
共
同
募

金
運
動
が
展
開
さ
れ
、
本
町
で
も
各

集
落
公
民
館
長
さ
ん
を
通
じ
て
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　
12
月
６
日
（
金
）
に
は
民
生
委
員

の
皆
さ
ま
、
各
種
福
祉
団
体
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ

き
各
企
業
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
、
学
校
か
ら

の
ご
寄
付
も
あ
り
、
皆
さ
ま
か
ら
の

心
温
ま
る
善
意
を
い
た
だ
き
、
心
よ

り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
さ
ら
に
昨
年
９
月
に
お
願
い
し
て

お
り
ま
し
た
社
協
会
費
に
つ
き
ま
し

て
も
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
な
お
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
募

金
額
、
使
い
み
ち
、
社
協
会
費
協
力

額
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
１

日
発
行
の
「
社
協
だ
よ
り
」
に
て
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

令
和
６
年
度　

ジ
ュ
ニ
ア
学
芸

員
（
第
10
期
生
）
講
座
修
了

〈今年も素敵な門松ができました〉
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年
金
を
受
給
中
の
皆
さ
ま
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
、
１
月
中
旬

頃
よ
り
、「
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
」
が
、
順
次
発
送
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
書
類
は
、
昨
年

１
年
間
に
受
け
取
っ
た
年
金
収

入
の
総
額
や
、
年
金
か
ら
差
し
引

か
れ
た
介
護
保
険
料
な
ど
の
総

額
が
記
さ
れ
た
証
明
書
で
あ
り
、

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
な
書
類

と
な
り
ま
す
。
申
告
時
に
は
忘

れ
ず
に
提
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
年
度
よ
り
ネ
ッ
ト
上

で
の
確
定
申
告
等
に
簡
単
に
利
用

で
き
る
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
、
源

泉
徴
収
票
の
電
子
送
付
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
電
子
送
付
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
へ
の

利
用
登
録
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
年
金
ダ
イ
ヤ
ル
◆

☎
０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
に
よ
る

年
金
に
つ
い
て
の
移
動
巡
回
相
談

を
開
催
し
ま
す
。
年
金
の
請
求
や

将
来
の
受
給
額
、
記
録
の
確
認
や

修
正
な
ど
、
年
金
に
関
す
る
全
て

の
こ
と
に
つ
い
て
、
専
門
職
員
に

相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
に
つ
い

て
は
、
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
ま
た
、
相
談
内
容
に
よ
っ

て
は
必
要
書
類
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
・
場
所

　

２
月
５
日
（
水
）

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

　

役
場
研
修
セ
ン
タ
ー
１
階

　

東
側
会
議
室
に
て

年
金
だ

役
場
福
祉
事
務
所

役
場
福
祉
事
務
所  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
８
３
）

１
１
１
１
（
１
８
３
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

　
～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～　
☎
㉖
６
６
９
０

「
県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」

「
県
立
図
書
館
貸
出
文
庫
」

貸
出
停
止
の
お
し
ら
せ

貸
出
停
止
の
お
し
ら
せ

　
当
館
で
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
「
県

立
図
書
館
貸
出
文
庫
」
の
図
書
は
、
３

月
中
に
鹿
児
島
県
立
図
書
館
へ
返
送
し

ま
す
。

　

図
書
の
点
検
や
梱
包
作
業
を
行
う
た

め
、
該
当
す
る
本
の
貸
出
は
２
月
23
日

（
日
）
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

令
和
六
年
度　

第
二
回

令
和
六
年
度　

第
二
回

　
　

図
書
館
劇
場
の
お
し
ら
せ

　
　

図
書
館
劇
場
の
お
し
ら
せ

「
お
は
な
し
マ
ル
シ
ェ
が
や
っ
て
き
た
！
」

◆
日　

時　
２
月
７
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
開
演

◆
場　

所　
中
央
公
民
館
第
一
会
議
室

◆
入
場
料　
小
学
生
以
下　
　

無
料

　
　
　
　
　
中
学
生
～
一
般　
５
０
０
円

　
な
に
ぬ
の
や
こ
さ
ん
と
、
け
ん
け
ん
く

じ
ら
さ
ん
の
デ
コ
ボ
コ
コ
ン
ビ
が
、
た

の
し
い
お
話
を
し
て
く
れ
ま
す
！

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。　

※
詳
し
く
は
、
役
場
社
会
教
育
課
・
町

立
図
書
館
ま
で
。

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
移
動

鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
移
動

巡
回
相
談
の
開
催
に
つ
い
て

巡
回
相
談
の
開
催
に
つ
い
て

源
泉
徴
収
票
の
発
送
に
つ

源
泉
徴
収
票
の
発
送
に
つ

い
て
い
て
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イ
ン
ギ
ー
地
鶏
を
使
っ
た
料

理
は
、
刺
身
・
焼
き
鳥
・
汁
物
・

丼
物
な
ど
種
類
が
豊
富
で
、
町

内
の
飲
食
店
で
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。
イ
ン
ギ
ー
地
鶏
と
は
、

「
イ
ン
ギ
ー
鶏
」
と
他
品
種
を

掛
け
合
わ
せ
た
交
配
種
で
、
肉

質
は
柔
ら
か
く
、
旨
味
が
凝
縮

さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

　
「
イ
ン
ギ
ー
鶏
」
と
は
、
明
治

27（
１
８
９
４
）年
、南
種
子（
下

中
・
前
之
浜
）
に
漂
着
し
た
イ

ギ
リ
ス
の
帆
船
ド
ラ
メ
ル
タ
ン

号
の
船
員
を
温
か
く
お
世
話
し

た
お
礼
に
譲
り
受
け
た
鶏
で
、

名
前
は
当
時
、
島
民
が
イ
ギ
リ

ス
人
を
「
イ
ン
ギ
ー
」
と
呼
ん

で
い
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

鹿
児
島
県
の
天
然
記
念
物
と
し

て
指
定
（
平
成
25
年
４
月
23
日
）

を
受
け
て
い
て
、
明
治
時
代
に

送
ら
れ
た
鶏
の
子
孫
は
、
育
種

会
や
花
峰
小
学
校
で
今
も
大
切

に
守
り
育
て
て
い
ま
す
。
毎
年

品
評
会
を
開
催
し
て
い
て
、
今

年
は
２
月
23
日
（
日
）
に
開
催

予
定
で
す
。
ま
た
、
郷
土
館
で

は
「
イ
ン
ギ
ー
鶏
」
に
関
す
る

パ
ネ
ル
展
を
開
催
中
で
す
（
３

月
末
ま
で
）。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

イ
ン
ギ
ー
地
鶏

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

海
う み べ

邉　絢
はる

 ちゃん
令和 3 年 2 月 4 日生まれ
紘一郎さん・翼さんの女の子（西海）

おしゃべりも踊ることも大好きな絢。いつもい
ろんな表情で私たちを楽しませてくれます。
みんなから愛され、健やかに成長してね。
大好きだよ♥

ご家族からひとこと

大
おおわき

脇　蓮
れ ん じ

司くん
令和 3 年 2 月 20 日生まれ
桂司さん・綾さんの男の子（上中）

にこにこ笑顔がむじょ～か我が家のお調子者。
いつも笑わせてくれてありがとう♥
たくさん食べて、元気に育ってね♪

　

～
南
種
子
町
の
郷
土
料
理
～

　

令
和
６
年
度
は
、
南
種
子
の
郷

土
料
理
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す昨年の品評会の様子

インギー地鶏の串焼き
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　

）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

西
田　

輝
美　
（
義
弟
・
孝
男
）

島
田　

健
治　
（
子
・
美
和
）

砂
坂　

岩
光　
（
母
・
髙
子
）

（
氏
名
） 　

             

（
保
護
者
） 　

        

（
地
区
）  

夏な
つ
だ田　

華は

な凪　
　
（
洋
平
・
春
華
）　　

上
中

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　12月31日現在
総人口（ 人 ） 5,196（＋ 7）

男（ 人 ） 2,610（＋ 2）
女（ 人 ） 2,586（＋ 5）

世帯数（ 戸 ） 2,872（＋ 5）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

12 月 0 件 30 件
累 計 6 件 358 件

※累計は令和 6 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

1 土 H3ロケット5号機打上げ 17：30～19：30　種子島宇宙センター 15 土 青少年育成の日

5 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係
16 日

おはなし子ども会「創立30周年
記念お話会」 13：30～　中央公民館第一会議室

7 金 第2回図書館劇場 18：30～　中央公民館第一会議室 家庭の日

9 日
赤米サミット2024in南種子 15：00～　町福祉センター 19 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係

マイナンバーカード臨時窓口 8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係
23 日

インギー鶏品評会 11：30～　町福祉センター前

12 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係 第41回生涯学習大会 12：30～　町福祉センター

15 土
無料法律相談 10：00～17：00　研修センター会議室 26 水 マイナンバーカード時間外窓口 17：15～19：00　役場総務課戸籍住民係
第72回県下一周市郡対抗駅伝
競走大会（2/19まで） 鹿児島県内

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　1月15日現在
発　生 死　者 傷　者

南種子町 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）
中種子町 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）
西之表市 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）

計 0（± 0） 0（± 0） 0（± 0）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　
　
　（
12
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
12
月
31
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝祭日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話

2 種子島医療センター 西之表市 22-0960

9 公立種子島病院 南種子町 26-1230

11 種子島医療センター 西之表市 22-0960

16 百合砂診療所 西之表市 28-3901

23 種子島医療センター 西之表市 22-0960

24 田上診療所 中種子町 27-0325

2 月の予定

お
く
や
み

（
氏
名
）　　
　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

西
田　

ツ
ル　
　
　

100　
　
　

長
谷

頓
所　

勝
治　
　
　

89　
　
　

島
間

田　

孝
男　
　
　

72　
　
　

平
山

砂
坂　

髙
子　
　
　

87　
　
　

西
之

大
嵐　

イ
ヅ　
　
　

94　
　
　

西
之

■日曜営業スタンド当番店
日 当番店

2 （有）船川石油店　南種子給油所

9 （有）永松産業　南種子給油所

16 （株）GLOBAL THINK 南種子給油センター

23 種子島石油（株）南種子給油所

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

ご
結
婚

山
越　

拓
也　
　
　

上
中

𠮷
利　

綾
乃　
　
　

上
中

（
氏
名
）　　

    　

   　

  （
地
区
）

２
月
28
日
（
金
）
は

・
介
護
保
険
料
第
６
期

・
国
民
健
康
保
険
税
第
６
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

第
６
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

　
　

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！



発
行

／
南

種
子

町
役

場
　

　
　

　
編

集
／

企
画

課
 情

報
政

策
係

〒
891-3792　

鹿
児

島
県

熊
毛

郡
南

種
子

町
中

之
上

2793
番

地
1

電
話

／
0997-26-1111（

代
）　

E-m
ail／

hope@
tow

n.m
inam

itane.lg.jp
公

式
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
／

http://w
w

w
.tow

n.m
inam

itane.kagoshim
a.jp/

み
な
み
た
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み
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み
た
ね
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広報紙に掲載する有料広告を募集しています。詳しくは役場企画課情報政策係まで。☎ ㉖１１１１

毎年２月と８月は
「北方領土返還運

動全国強化月間」
　北海道の北東洋上に連な
る歯舞（はぼまい）群島、
色丹（しこたん）島、国後（く
なしり）島、択捉（えとろふ）
島からなる「北方領土」は、
我が国固有の領土です。
　北方領土問題に対する国
民の関心と理解をさらに深
め、北方領土返還要求運動
の全国的な盛り上がりを図
るため、政府は２月７日を

「北方領土の日」と設定し
ています。

【政府広報オンライン】
～考えよう　北方領土～

　
近
年
、
写
真
の
よ
う
な
ブ
イ
が
海
岸

に
流
れ
着
い
て
い
ま
す
。
ブ
イ
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
で
、
空
気
の
膨
張
や
素
材

の
劣
化
に
よ
り
少
し
の
衝
撃
で
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
、
県
内
で
け
が
を
し
た

事
例
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

見
か
け
て
も
、
不
用
意
に
触
っ
た
り
し

な
い
よ
う
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
く
ら
し
保
健
課　
環
境
衛
生
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
４
）

漂
着
ブ
イ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

破裂したウリ型の漂着ブイ

広報みなみたね　2025 年 2 月号　24


